
宣 言 日 令和　２年　１２月　３１日

住 所 埼玉県和光市下新倉2−41−25

県内企業等の名称 和光市チームSDGs

代 表 者 氏 名 代表　　関口寿子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

合計１トンのリユース

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

毎年１００キロのリユース

物の交換会やバザー等を行い、廃棄され
るはずだった衣類等をリユースに回す。
＜2020年の数値＞毎月１０キロのリユー
ス

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

市民活動としてSDGs達成で貢献できるポイントを考え、各種イベントなどを実施することで、多様な
市民を巻き込みながら、SDGsの啓発、多文化多世代コミュニティの形成、地域課題の解決などを行う
ことにより、SDGsの達成に貢献していきます。

和光市チームSDGs

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会
SDGsに関わるイベントを実施する。
<2020年の数値＞年１回

＜2030年に向けた指標＞

1年に４回以上のイベントの実施

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1年に３回以上のイベント実施

経済

SDGsの達成のため、量り売り・フェアト
レード・オーガニック商品、自然に優しい商
品（洗剤など）の購入、廃棄物のリユース・
リメイク、自給へ積極的にシフトする。
<2020年の数値＞０品目

＜2030年に向けた指標＞

毎年５品目以上取り入れる。

＜取組開始３年後に向けた指標＞

毎年３品目以上取り入れる。


